
今 回 の テ ー マ は 「 刑 事 弁 護 人 か ら 見 た 被 害 者 代 理 人 と し て の 活 動 」 で す 。

「 被 害 者 代 理 人 」 と は 、 被 害 者 側 の 代 理 人 と し て 委 任 を 受 け る 弁 護 士 の こ と で す 。 被 疑 者
被 告 人 と の 交 渉 の ほ か 、 被 害 者 参 加 制 度 に よ り 、 被 害 者 参 加 弁 護 士 と し て 、 被 告 人 の 刑 事
訴 訟 に 参 加 す る こ と も あ り ま す 。
刑 事 弁 護 で は 、 被 害 者 対 応 は 非 常 に 重 要 な 活 動 の 一 つ で す 。 刑 事 弁 護 人 と し て 、 ど の よ う
に 被 害 者 や 被 害 者 代 理 人 に 対 応 す る か は 、 常 に 悩 ま し い 問 題 で す 。
今 回 は 、 実 際 に 、 被 害 者 参 加 弁 護 士 と し て 裁 判 員 裁 判 の 公 判 を 経 験 し た 山 本 彰 宏 弁 護 士 に
講 師 を 務 め て い た だ き 、 被 害 者 代 理 人 と し て の 活 動 に つ い て お 話 し い た だ き ま す 。
山 本 弁 護 士 は 、 刑 事 弁 護 の 経 験 が 非 常 に 豊 富 な 弁 護 士 で す 。
被 害 者 代 理 人 と し て の 具 体 的 な 活 動 経 験 の ほ か 、 刑 事 弁 護 人 の 目 線 か ら 、 被 害 者 や 被 害 者
代 理 人 に ど の よ う に 対 応 す る べ き か に つ い て お 話 し い た だ き ま す 。

こ の 検 討 会 へ の 弁 護 士 ・ 司 法 修 習 生 ・ 法 科 大 学 院 生 の 皆 様 の 参 加 を 歓 迎 し て い ま す 。
参 加 を 希 望 さ れ る 方 は 、 資 料 準 備 の 都 合 上 、 事 前 に ご 連 絡 く だ さ い 。

当 日 は 、 対 面 と z o o m の ハ イ ブ リ ッ ド 方 式 で 行 い ま す 。
会 場 参 加 ・ z o o m 参 加 の い ず れ を 希 望 さ れ る か も 、 併 せ て ご 連 絡 く だ さ い 。
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 情 勢 に 鑑 み 、 z o o m 参 加 の み と す る 場 合 が ご ざ い ま す 。

ま た 、 実 務 検 討 会 後 に 所 内 に て 懇 親 会 を 予 定 し て お り ま す の で 、 是 非 ご 参 加 く だ さ い 。
参 加 を 希 望 さ れ る 方 は 併 せ て 事 前 に ご 連 絡 く だ さ い 。

開 催 日 ： 2 0 2 3 年 ８ 月 2 9 日 ( 火 ) 1 8 時 3 0 分 ～
テ ー マ ： 刑 事 弁 護 人 か ら 見 た 被 害 者 代 理 人 と し て の 活 動

講 師 ： 山 本 彰 宏 先 生 （ 山 本 法 律 事 務 所 所 属 ・ 元 北 千 住 パ ブ リ ッ ク
法 律 事 務 所 副 所 長 ）

参 加 を ご 希 望 の 方 は
　 ● 　 お 名 前
　 ● 　 会 場 参 加 ・ Z o o m 参 加
　 ● 　 懇 親 会 参 加 の 有 無
を 記 載 い た だ い た う え 、 下 記 メ ー ル ア ド レ ス 宛 に お 申 込 み く だ さ い 。

参 加 お 申 し 込 み 先 メ ー ル ア ド レ ス ： k i t a p u b i n f o @ k p - l a w . j p

担当弁護士：馬淵・増井（AA國府田）
お問合せ先：info@kp-law.jp〒 1 2 0 - 0 0 3 4 　 東 京 都 足 立 区 千 住 　

 3 - 9 8 - 6 0 4  千 住 ミ ル デ ィ ス Ⅱ 番 館
T E L ： 0 3 - 5 2 8 4 - 2 1 0 1

＜刑事実務検討会（所内勉強会）のご案内＞
当事務所では刑事弁護の実務に関するテーマを決めて、当事務所所属の弁護士による報告内容をもとに

参加者全員で、その理解を深める「刑事実務検討会」を当事務所にて定期的に開催しています。


